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工
夫
し
実
施
へ

工
夫
し
実
施
へ
��

髙松新部長髙松新部長

開票作業のようす開票作業のようす

営農計画書の作成作業営農計画書の作成作業

営農計画書提出の模擬体験営農計画書提出の模擬体験

営農支援体制についての講義営農支援体制についての講義

Ｊ
Ａ
大
樹
町
青
年
部

―
―

第

58

回

定

期

総

会

―
―

　

Ｊ
Ａ
青
年
部
（
半
谷
勇
人
部
長
）

で
は
、３
月
８
日
、第
58
回
定
期
総

会
を
書
面
議
決
に
よ
り
開
催
し
た
。

　

今
年
度
の
定
期
総
会
も
昨
年
に

引
き
続
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

発
生
状
況
を
鑑
み
て
、
書
面
議
決

に
よ
る
開
催
と
な
っ
た
。

　

定
期
総
会
議
案
と
議
決
権
行
使

書
面
を
送
付
し
、
提
出
さ
れ
た
書

面
を
３
月
18
日
に
開
票
。
第
１
号

議
案
令
和
２
年
度
活
動
報
告
並
び

に
収
支
決
算
、
第
２
号
議
案
令
和

３
年
度
事
業
計
画
並
び
に
収
支
予

算
（
案
）、
第
３
号
議
案
役
員
改

選
の
３
議
案
全
て
が
原
案
と
お
り

可
決
さ
れ
た
。

　

新
部
長
に
選
任
さ
れ
た
髙
松
新

部
長
は
「
感
染
症
の
影
響
で
活
動

が
制
限
さ
れ
る
と
思
う
が
、
工
夫

し
事
業
を
実
施
し
て
い
き
た
い
」

と
抱
負
を
語
っ
た
。

❖
令
和
３
年
度
新
役
員

部　

長　

髙　

松　

佑　

樹
（
新
）

副
部
長　

阿　

部　

真　

基
（
再
）

副
部
長　

半　

田　

佑　

介
（
新
）

理　

事　

山　

口　

寿　

斗
（
再
）

理　

事　

森　

下　

周　

平
（
再
）

理　

事　

水　

野　

智　

貴
（
新
）

監
査
委
員  

菊　

地　

陽　

介
（
再
）

監
査
委
員　

半　

谷　

勇　

人
（
新
）

　

２
月
25
日
、
Ｊ
Ａ
大
樹
町
に
お

い
て
、
８
名
の
受
講
生
が
出
席
の

下
、
第
７
回
農
業
経
営
塾
を
行
っ

た
。

　

当
日
は
、
経
営
相
談
課
の
池
内

課
長
と
川
原
課
長
補
佐
を
講
師
に

に
「
営
農
計
画
書
を
作
成
し
よ
う
！
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
講
義
を
行
っ
た
。

　

講
義
で
は
、
出
席
で
き
ず
に
営

農
計
画
書
を
作
成
で
き
て
い
な
い

部
分
の
あ
る
受
講
生
へ
の
対
応
や

完
成
へ
向
け
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
行

っ
た
。

「
営
農
計
画
書
を
作
成
し
よ
う
！
」

「
営
農
計
画
書
を
作
成
し
よ
う
！
」

農
業
経
営
塾

農
業
経
営
塾

��

２
０
２
０

２
０
２
０

第７回

第８回

  

３
月
29
日
、
Ｊ
Ａ
大
樹
町
に
お

い
て
、
８
名
の
受
講
生
が
出
席
の

下
、
第
８
回
農
業
経
営
塾
を
行
っ

た
。

　

午
前
の
部
で
は
、
経
営
相
談
課

の
池
内
課
長
と
川
原
課
長
補
佐
を

講
師
に
「
営
農
計
画
書
の
内
容
確

認
と
精
査
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
講

義
を
行
っ
た
。

　

講
義
で
は
、
こ
れ
ま
で
作
成
し

た
営
農
計
画
書
を
実
際
の
経
営
相

談
課
窓
口
に
て
内
容
確
認
し
、
営

農
計
画
書
提
出
作
業
を
模
擬
体
験

し
た
。

  

午
後
の
部
で
は
、
農
機
車
両
課

の
山
下
課
長
と
酪
農
振
興
課
小
野

達
也
氏
を
講
師
に
「
中
長
期
で
考

え
る
（
考
え
て
ほ
し
い
）
営
農
支

援
体
制
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
義

を
行
っ
た
。

　

講
義
で
は
、
人
材
不
足
と
相
反

す
る
作
業
量
増
加
に
対
し
て
の
考

え
方
や
生
産
基
盤
の
強
化
に
つ
い

て
説
明
し
た
。

  

次
回
は
５
月
に
、
こ
れ
ま
で
作

成
し
た
営
農
計
画
書
の
進
捗
確
認

と
卒
業
式
を
行
い
、
１
年
目
の
農

業
経
営
塾
の
一
区
切
り
を
迎
え
る

予
定
。

「
営
農
計
画
書
の
内
容
確
認
と
精
査
」
と

「
営
農
計
画
書
の
内
容
確
認
と
精
査
」
と

「
中
長
期
で
考
え
る（
考
え
て
ほ
し
い
）

「
中
長
期
で
考
え
る（
考
え
て
ほ
し
い
）

��

営
農
支
援
体
制
」に
つ
い
て

営
農
支
援
体
制
」に
つ
い
て
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手
作
り
作
品
展
示

手
作
り
作
品
展
示

部員へ説明をする辻本部長部員へ説明をする辻本部長

定期総会の様子定期総会の様子

　

３
月
11
日
、
Ｊ
Ａ
会
議
室
に

お
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
防
止
策
を
講
じ
な

が
ら
、
Ｊ
Ａ
大
樹
町
女
性
部
（
辻

本
薫
部
長
・
会
員
１
１
７
名
）

の
「
第
67
回
定
期
総
会
」
が
開

催
さ
れ
、
会
員
51
名
が
出
席
し

た
。

　

辻
本
薫
部
長
の
あ
い
さ
つ
の

後
、
太
田
専
務
、
十
勝
農
業
改

良
普
及
セ
ン
タ
ー
宮
部
支
所
長

よ
り
、
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

議
長
に
、
太
田
智
恵
さ
ん
（
上

大
樹
支
部
）
と
小
林
加
奈
さ
ん

（
中
島
支
部
）
が
選
任
さ
れ
、

議
案
に
沿
っ
て
議
事
進
行
さ
れ
、

全
て
原
案
と
お
り
可
決
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
十
勝
女
協
議
会
理
事

の
金
曽
千
春
さ
ん
、
道
女
性
協

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
副
部
会
長
・

と
か
ち
フ
レ
ミ
ズ
会
長
の
酒
井

優
依
さ
ん
は
任
期
を
満
了
さ
れ

た
。

　

定
期
総
会
会
場
後
方
で
は
、
サ
ー
ク
ル
活
動
や
部
員
に
よ
る
手
作
り

の
作
品
展
示
を
行
っ
た
。
ど
れ
も
手
の
込
ん
だ
力
作
揃
い
だ
っ
た
。

　

３
月
29
日
、
Ｊ
Ａ
会
議
室
に
お

い
て
、
第
1
回
役
員
・
支
部
長
合

同
会
議
を
行
っ
た
。

　

今
回
は
、
上
期
事
業
を
確
認
し
、

次
の
と
お
り
決
定
し
た
。

１
．
視
察
研
修
旅
行

　

６
月
に
予
定
を
し
て
い
た
視
察

研
修
旅
行
だ
が
、
協
議
の
結
果
11

月
～
12
月
へ
延
期
し
下
期
の
事
業

へ
変
更
し
た
。
内
容
等
は
７
月
の

会
議
で
協
議
す
る
。

２
．
環
境
美
化
運
動

　

日
程　

６
月
１
日

　

内
容　

花
寄
せ
植
え
講
習
会

　

感
染
状
況
を
鑑
み
、
視
察
等
は

行
わ
ず
町
内
で
事
業
を
行
う
。

３
．
健
診
の
推
進（
巡
回
ド
ッ
ク
）

　

日
程　

10
月
27
日
～
29
日

　

申
込　

案
内

：

７
月
下
旬

　
　
　
　

締
切

：

８
月
中
旬

４
．
そ
の
他
事
業

　

部
員
加
入
推
進
、
紙
パ
ッ
ク
・

使
用
済
み
切
手
回
収
運
動
、
ジ
ョ

イ
ラ
イ
フ
、
サ
ー
ク
ル
活
動

Ｊ
Ａ
大
樹
町
女
性
部

―
―

第

67

回

定

期

総

会

―
―

第
1
回
役
員
・
支
部
長
合
同
会
議

部員の 力作�
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◇

園

芸

部

会

◇

◇

園

芸

部

会

◇

◇

種

子

部

会

◇

◇

種

子

部

会

◇

◇

畑

作

部

会

◇

◇

畑

作

部

会

◇

宇
都
宮
賞
祝
賀
会

宇
都
宮
賞
祝
賀
会

振
別
農
事
組
合
穀
内
和
夫
さ
ん

振
別
農
事
組
合
穀
内
和
夫
さ
ん

　

３
月
13
日
、
Ｊ
Ａ
会
議
室
に
お

い
て
約
40
名
の
参
加
者
の
下
、「
穀

内
和
夫
氏
（
振
別
農
事
組
合
）
宇

都
宮
賞
祝
賀
会
」
を
行
っ
た
。

　

発
起
人
を
代
表
し
、
Ｊ
Ａ
大
樹

町
坂
井
組
合
長
が
挨
拶
。
そ
の
後
、

受
賞
内
容
の
紹
介
や
記
念
品
の
贈

呈
が
行
わ
れ
、
酒
森
町
長
よ
り
祝

　

３
月
12
日
、
Ｊ
Ａ
会
議
室
に

お
い
て
、
第
31
回
定
期
総
会
を

開
催
し
部
会
員
14
名
、
関
係
機

関
14
名
合
わ
せ
て
28
名
が
出
席

し
た
。

　

田
中
部
会
長
よ
り
挨
拶
が
あ

り
。
そ
の
後
、
議
長
に
村
﨑
隆

一
さ
ん
（
萠
和
）
を
選
出
し
、

議
案
審
議
が
行
わ
れ
た
。

　

３
月
25
日
、
園
芸
部
会
（
髙
場

得
光
部
会
長
・
部
会
員
11
名
）、

種
子
生
産
部
会
（
菊
地
繁
雄
部
会

長
・
部
会
員
12
名
）、
畑
作
部
会
（
立

川
敏
広
部
会
長
・
部
会
員
41
名
）

の
定
期
総
会
を
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら

書
面
議
決
に
て
開
催
し
た
。　

　

各
部
会
と
も
令
和
２
年
度
活
動

報
告
並
び
に
収
支
決
算
、
令
和
３

年
度
事
業
計
画
並
び
に
収
支
予
算

（
案
）
が
審
議
さ
れ
、
全
部
員
よ

り
書
面
議
決
書
が
提
出
さ
れ
全
て

原
案
と
お
り
可
決
さ
れ
た
。

　

第
１
号
議
案
で
は
、

令
和
２
年
度
事
業
報

告
並
び
に
収
支
決
算
、

第
２
号
で
は
、
令
和

３
年
度
事
業
計
画
並

び
に
収
支
予
算
（
案
）、

第
３
号
議
案
で
は
、

令
和
３
年
度
会
費
の

徴
収
に
つ
い
て
審
議

さ
れ
、
全
て
原
案
と

お
り
可
決
さ
れ
た
。

辞
が
あ
り
受
賞
さ
れ
た
穀

内
和
夫
氏
よ
り
謝
辞
が
あ

っ
た
。

　

そ
の
後
、
３
月
１
日
に

札
幌
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
で
行

わ
れ
た
表
彰
式
の
様
子
を

上
映
し
た
。

　

最
後
は
、
雪
印
メ
グ
ミ

ル
ク
大
樹
工
場
和
泉
工
場

長
の
発
声
に
よ
る
万
歳
三

唱
で
締
め
く
く
っ
た
。

受賞の穀内和夫さんと奥様の弘美さん受賞の穀内和夫さんと奥様の弘美さん

酪
農
部
会
定
期
総
会

酪
農
部
会
定
期
総
会

定期総会の様子定期総会の様子

賞状と盾賞状と盾

挨拶をする田中伸一部会長挨拶をする田中伸一部会長

畑
作
畑
作
33
部
会
定
期
総
会

部
会
定
期
総
会
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苗作りの様子苗作りの様子

　３月16日、有限会社カネソファーム（石坂農

事組合）において、世界初の全自動ロータリーパ

ーラー型搾乳ロボット「デーリィプロＱ」の搾乳舎

が完成し落成式が執り行われた。道内では３例目

の導入となり36ポイントの機種は初めてとなった。

　デーリィプロＱとは、ストールの１つひとつに

ロボットアームが取り付けられたロータリー型ロ

ボットで、乳頭マッサージから乳頭清拭、前搾り、

搾乳、ポストディップまでの全作業をティートカ

ップのライナー内で完全自動処理される最新鋭マ

シンである。

　３月４日歴舟地区、３月６日大樹地区、３月

12日尾田地区で、てん菜育苗作業が始まった。

　各地区のハ

ウスで苗作り

を行い、４月

下旬～５月上

旬に畑へ移植

する予定。

　後継者の皆様が、農協事務所に結婚のご報告

に来てくださいました。

　３月６日、大樹神社において生乳流通体制合

理化推進事業の一環として集乳車を１台入替導

入した。輸送業務全般を委託している㈱大樹貨

物は現在10トン車・15トン車合わせて７台所

有しており毎日６台が稼働している。この日は、

関係者９名が参列し安全祈願を行った。

てん菜育苗生産組合てん菜育苗生産組合後継者ご結婚後継者ご結婚

交通安全祈願交通安全祈願

上田憲吾さん、紗知子さん（日方農事組合）

代表の金曽千春さん ご祈祷の様子

山口寿斗さん、友果子さん（豊里農事組合）

デーリィプロQ導入搾乳舎始動デーリィプロQ導入搾乳舎始動
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安全な農作業のために確認しましょう！

《作業者全員で取り組む安全のポイント》

ほ場における農作業事故が多発する時期が来ました。
絶対無事故で安全に作業を行いましょう。

　春先って、外作業に心身

が慣れていなくて、指先を

切ったり物にぶつかったり

して、小さな怪我をしてし

まう時期だよね…。

作業前には、

作業内容を

確認

（ミーティン

グを実施）

無理のない

作業計画、

適宜休憩、

睡眠不足

注意！

　農作業中は、作業を進めることに気持ちが集中するため、危険な行動をと

ってしまうことがあります。朝の作業開始前に、「今日も安全に」と声をか

け合って上記のポイントを実行しましょう！

機械の整備・

点検を実施

常に危険を予測

する習慣をつける

（危険かもしれ

ないという意識）

　そういえば、去年の今

頃、トラクターでの単調

な整地作業中に眠気が襲

ってきて、気がついたら

畑の端まで行ってて焦っ

たことがあったよ…。

作業機ごと、

ほ場ごとの

危険箇所を

確認

機械を操作

する場合は、

必ず他の人

の位置を確

認する
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JAグループ通信 JA北海道中央会

ホクレン JA北海道厚生連
　ホクレンは、新型コロナウイルス感染症の対応

で奮闘を続けているＪＡ北海道厚生連の医療従事

者ら約5300人に、感謝と慰労の気持ちを伝えよう

と、北海道産農畜産物を原料にしているパックご

はん、牛乳、菓子などの支援物資を贈りました。畠

　ＪＡグループ北海道の連合会の活動内容を

紹介します。各団体の詳しい取り組み内容は

ＷＥＢサイトをご覧ください。

　本会では、組合員ならびに地域住民の皆様への
情報発信として、公式 Twitter の運用を行ってお
ります。
　今月は旭川厚生看護専門学校の卒業式の様子を
ご案内いたしました。医療や看護を取り巻く状況
は厳しい局面にありますが、77名の卒業生の未来
が輝かしいものであることを願います。今後とも
皆様へ有益な情報を発信できるよう努めてまいり

山良一副会長が３月

９日、同厚生連を訪

れ、対応した中瀨省

会長、西川孝範副会

長、札幌厚生病院の

宮崎淳子看護部長に

目録を手渡しました。

ますので、下記Ｑ
Ｒコードより当ア
カウントのフォロー
登録を宜しくお願
いいたします。

　株式会社コンサドーレとＪＡグループ北海道は、平成19年に相互協力協定を締結しておりましたが、

協定の締結から10年以上経過しており、世の中を取り巻く情勢が大きく変化していること、また北海道

コンサドーレ札幌がクラブ創立25周年を迎えることから、SDGs を基本方針とし食農教育・社会貢献活

JA北海道信連 JA共済連北海道
　新型コロナウイルスの影響から、窓口でのサービ

ス提供をご心配されるお客様もいらっしゃるため、

ＪＡバンクではインターネットを利用したお取引を

おすすめしています。令和３年２月からは、インター

ネットで「ＪＡネットバンク」の利用申し込みができ

るようになり、ご登録の翌日よりご利用いただけま

す。

　「ＪＡネットバンク」は、窓口やＡＴＭに行かなく

ても、スマホやパソコンから、ほぼ24時間、残高の

確認やお振込みができるので大変便利です。 また、

他にもマイカーローンや教育ローンなどもインター

ネットからお申込みできますので是非ご利用くださ

い！

　ＪＡ共済では、４月よりスマホのアプリと

して『ＪＡ共済アプリ』を展開します。アプリ

を起点としてお客様が加入している契約内容

を確認したり、コロナ禍で非対面のニーズが

高まっているなか、ＪＡ窓口に行かなくても

住所や電話番号などの変更手続ができたり、

「いえ」・「くるま」の共済で事故があった際に

事故の報告ができるようになります。

　デジタル技術を活用し、お客様の利便性の

向上や非対面ニーズに対して今後も引き続き

取り組んでまいります。

動をさらに発展させ活動していくことを目的として、新たに連携協定を締結いた

しました。

　これまでは、北海道コンサドーレ札幌の選手やサポーターが播種・収穫作業を

する「コンサ・土・農園（コンサ・ド・ファーム）」の開園や、選手やコーチが「みん

なのよい食ＪＡ親善大使」に就任し農業や食について勉強も行うサッカー教室な

ど、食育をはじめスポーツ文化の発展や地域づくり、地域発展などの各分野で協

力を深めてまいりましたが、今後はこれらの活動をより一層強化してまいります。

　令和３年度の北海道コンサドーレ札幌との連携活動は、アグリアクション北海

道の取り組みとして位置づけ、実施してまいります。
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退
職
退
職
に
あ
た
っ
て

に
あ
た
っ
て

金融部長

荒木　祐二

　

陽
春
の
候
、
組
合
員
の
皆
様
に
は

益
々
の
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
私
事
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

令
和
３
年
３
月
末
を
も
ち
ま
し
て
大

樹
町
農
協
を
定
年
退
職
い
た
し
ま
し

た
。
振
り
返
り
ま
す
と
昭
和
54
年
４

月
に
芽
室
町
か
ら
大
樹
町
へ
移
り
奉

職
し
、
40
数
年
が
経
過
い
た
し
ま
し

た
。
こ
の
間
、
営
農
推
進
部
畜
産
販

売
課
を
皮
切
り
に
事
業
部
、
金
融
部
、

管
理
部
と
勤
め
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

無
事
に
定
年
を
迎
え
る
事
が
出
来
た

の
も
組
合
員
を
は
じ
め
、
役
職
員
の

皆
様
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
が
あ
っ
た
か

ら
こ
そ
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
次

第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

印
象
に
残
る
の
は
、
右
も
左
も
解

ら
な
か
っ
た
畜
販
に
入
り
た
て
の
頃
、

各
農
家
が
輸
入
牛
20
頭
を
導
入
し
た

こ
と
が
あ
り
配
達
し
た
わ
け
で
す
が
、

当
時
の
初
任
給
か
ら
見
て
も
破
格
だ

っ
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。（
た

し
か
１
頭
３
５
０
万
円
と
記
憶
し
て

お
り
ま
す
。）

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
近
年
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
流
行
し
て
お

り
今
後
、
何
が
起
こ
る
か
わ
か
ら
な

事業部
農機車両課

齊藤　 了

い
と
こ
ろ
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
組

合
員
、
役
職
員
皆
様
の
英
知
を
集
結

し
て
乗
り
越
え
、
益
々
大
樹
町
農
協

の
発
展
と
更
に
は
組
合
員
の
皆
様
、

役
職
員
皆
様
の
ご
健
勝
を
心
よ
り
ご

祈
念
申
し
上
げ
退
職
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

　

長
い
間
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

早
春
の
候
、
組
合
員
の
皆
様
に
は

農
繁
期
を
間
近
に
控
え
何
か
と
お
忙

し
い
日
々
を
お
過
ご
し
の
事
と
拝
察

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
私
こ
と
３
月
31
日
を
も
ち

ま
し
て
、
大
樹
町
農
業
協
同
組
合
を

定
年
退
職
い
た
し
ま
し
た
。

　

昭
和
55
年
に
奉
職
以
来
、
41
年
間

の
長
き
に
亘
り
組
合
員
の
皆
様
は
も

と
よ
り
、
役
員
、
諸
先
輩
方
、
上
司
、

職
員
仲
間
、
各
関
係
機
関
の
皆
様
に

は
多
大
な
る
ご
指
導
を
賜
り
心
よ
り

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
41
年
間
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

昭
和
55
年
事
業
部
給
油
事
業
所
を
皮

切
り
に
、
昭
和
56
年
歴
舟
支
所
、
昭

和
57
年
施
設
部
農
機
整
備
施
設
事
業

所
へ
異
動
か
ら
現
在
の
事
業
部
農
機

~
~

~
~

~
~

~
~

~
~

~
~

~
~

金融部
貯蓄共済課

山口　隆亮

　

新
緑
の
侯
、
組
合
員
、
役
職
員
の

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々

の
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、
私
事
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

令
和
３
年
３
月
31
日
を
も
ち
ま
し
て
、

大
樹
町
農
業
協
同
組
合
を
退
職
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

初
め
て
社
会
人
と
な
っ
た
こ
の
組

合
で
、
何
か
と
至
ら
な
い
私
が
大
過

な
く
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
の

は
、
偏
に
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
指
導

と
ご
厚
情
に
よ
る
も
の
と
心
よ
り
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

７
年
間
、
酪
農
振
興
課
（
生
乳
施

設
）、
貯
蓄
共
済
課
と
各
課
に
お
い

て
多
く
の
こ
と
を
学
び
、
様
々
な
業

務
を
経
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
経
験
を
今
後
の
糧
と
し
て
、
こ

れ
か
ら
の
人
生
を
歩
ん
で
参
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
組
合
員
、

役
職
員
の
皆
さ
ま
の
ご
多
幸
と
、
大

樹
町
農
業
組
合
の
ま
す
ま
す
の
ご
発

展
を
ご
祈
念
し
退
職
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

大
変
お
世
話
に
な
り
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

車
両
課
、
39
年
ほ
ど
に
亘
り
農
機
具

修
理
、
施
設
関
係
の
修
理
に
関
わ
り

な
が
ら
、
長
い
年
月
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
後
は
嘱
託
職
員
と
し
て
、
農

機
車
両
課
に
引
き
続
き
勤
め
さ
せ
て

頂
き
ま
す
の
で
、
何
卒
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
組
合
員
、

役
職
員
の
皆
様
の
ご
多
幸
と
大
樹
町

農
業
協
同
組
合
の
益
々
の
ご
発
展
を

ご
祈
念
し
、
退
職
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

　

長
い
間
、
本
当
に
お
世
話
に
な
り

有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。管理部

（㈱大樹貨物）

吉野　裕之

　

春
耕
期
を
迎
え
、
組
合
員
の
皆
様

に
は
益
々
の
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

在
職
中
は
酪
農
課
勤
務
が
長
く
、

エ
サ
設
計
や
乳
質
改
善
、
牛
舎
リ
フ

ォ
ー
ム
等
の
飼
養
管
理
で
多
く
の
牧

場
を
訪
問
し
て
組
合
員
各
位
に
お
世

話
に
な
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
乳
牛
改
良
同
志
会
、
ジ
ュ
ニ
ア

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
ク
ラ
ブ
、
馬
事
振
興

会
の
事
務
局
と
し
て
共
進
会
や
研
修

視
察
に
参
加
し
た
事
は
楽
し
い
思
い

~
~

~
~

~
~

~
~

~
~

~
~

~
~

酪農畜産部
畜産販売課

小坂　和輝

　

早
春
の
候
、
組
合
員
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
益
々
ご
清
栄
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
私
事
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

令
和
３
年
３
月
31
日
を
も
ち
ま
し
て
、

大
樹
町
農
業
協
同
組
合
を
退
職
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

入
組
し
て
約
９
年
間
、
公
私
共
に
お

世
話
に
な
り
、
至
ら
な
い
私
が
大
過

な
く
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
の

は
、
皆
様
の
ご
指
導
と
ご
厚
情
に
よ

る
も
の
と
深
く
感
謝
致
し
ま
す
。

　

今
後
は
業
務
で
培
っ
た
経
験
を
活

か
し
、
新
し
い
道
を
歩
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
大
樹
町
農

業
協
同
組
合
の
ご
発
展
と
、
組
合
員
、

役
職
員
の
皆
様
の
健
勝
と
ご
多
幸
を

御
祈
念
致
し
ま
し
て
、
退
職
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

出
で
す
。
昨
年
か
ら
㈱
大
樹
貨
物
に

出
向
し
て
お
り
ま
す
が
、
４
月
か
ら

も
引
き
続
き
大
樹
貨
物
の
倉
庫
係
を

し
て
お
り
ま
す
の
で
、お
越
し
の
際
は

今
後
と
も
お
気
軽
に
ご
用
命
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

~
~

~
~

~
~

~
~

~
~

~
~

~
~
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理
事
会
の
動
き

理
事
会
の
動
き

理
事
会
の
動
き

理
事
会
の
動
き

第
１
回 

３
／
５

★
協
議
事
項

第
１　

令
和
２
年
度
事
業
報
告
及
び
令

和
３
年
度
事
業
計
画
の
大
要
に
つ

い
て�

協
議

第
２　

令
和
３
年
度
の
手
数
料
に
つ
い

て�

協
議

第
２
回 

３
／
31

★
報
告
事
項

１　

令
和
２
年
度
乳
質
改
善
事
業
の
反

則
金
徴
収
と
使
用
結
果
に
つ
い
て

２　

草
地
畜
産
基
盤
整
備
事
業
の
実
績

に
つ
い
て

３　

令
和
２
年
度
草
地
難
防
除
雑
草
駆

除
技
術
実
証
事
業
の
実
施
結
果
に

つ
い
て

４　

令
和
２
年
度
黒
毛
和
種
受
精
卵
産

子
流
通
支
援
事
業
の
実
施
結
果
に

つ
い
て

５　

令
和
２
年
度
黒
毛
和
種
採
卵
事
業

の
実
施
結
果
に
つ
い
て

６  

人
工
授
精
頭
数
拡
大
奨
励
対
策
実

施
要
領
の
制
定
に
つ
い
て

７　

令
和
２
年
度
各
種
共
励
会
の
表
彰

に
つ
い
て

８　

金
利
の
改
定
に
つ
い
て

９  

資
産
自
己
査
定
の
結
果
に
つ
い
て

10　

資
金
の
貸
付
に
つ
い
て

11　

令
和
２
年
度
㈱
大
樹
貨
物
決
算
に

つ
い
て

12　

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ

ム
対
応
経
過
に
つ
い
て

13　

組
合
員
の
異
動
に
つ
い
て

14  
令
和
２
年
度
農
業
功
労
者
の
表
彰

に
つ
い
て

15　

役
員
選
挙
制
度
審
議
会
の
答
申
に

つ
い
て

16　

職
員
の
特
別
休
暇
に
つ
い
て

17　

職
員
の
退
職
に
つ
い
て

18　

職
員
の
採
用
に
つ
い
て

★
付
議
事
項

第
１
号　

不
良
債
権
の
処
理
方
針
に
つ

い
て�

協
議
・
承
認

第
２
号　

リ
ス
ク
評
価
書
の
改
正
に
つ

い
て�

協
議
・
承
認

第
３
号　

北
海
道
農
業
協
同
組
合
検
査

に
伴
う
検
査
指
摘
事
項
改
善
・
対

応
状
況
等
報
告
書
の
提
出
に
つ
い

て�

協
議
・
承
認

第
４
号　

令
和
３
年
度
余
裕
金
の
運
用

に
つ
い
て�

協
議
・
承
認

第
５
号　

信
用
供
与
の
最
高
限
度
額
、

大
口
信
用
供
与
等
の
額
及
び
貸
付

金
利
率
の
最
高
限
度
に
つ
い
て

�

協
議
・
承
認

第
６
号　

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
策
定
に
つ
い
て

�

協
議
・
承
認

第
７
号　

令
和
３
年
度
の
手
数
料
の
設

定
に
つ
い
て

�

協
議
・
承
認

第
８
号　

令
和
３
年
度
事
業
計
画
並
び

に
収
支
予
算
に
つ
い
て

�

協
議
・
承
認

★
協
議
事
項

第
１　

第
73
回
通
常
総
会
の
招
集
並
び

に
総
会
提
出
議
案
に
つ
い
て

�

協
議

第
２　

第
73
回
通
常
総
会
書
面
議
決
の

実
施
に
つ
い
て�

協
議

第
３　

令
和
２
年
度
事
業
報
告
、
貸
借

対
照
表
、
損
益
計
算
書
、
剰
余
金

処
分
案
に
つ
い
て

�

協
議

新入職員紹介新入職員紹介
　４月１日付けで４名の職員を採用しましたので紹介いたします。

　１日も早く仕事と組合員様の顔を覚えようと頑張っていますので、ご指導の

程よろしくお願いいたします。

✿所　　属

　事業部農機車両課

✿生年月日

　平成８年７月23日生まれ

✿出 身 地　大樹町

✿前　　職

　有限会社　清樹園

✿最終学歴　大樹高等学校

✿趣　　味　運動

✿抱　　負

　現場ではわからない事ば

かりですが、上司や先輩か

ら教わりつつ自らも学んで

いきたいです。よろしくお

願いします。

星
ほし

　 建
けん

介
すけ

✿所　　属

　事業部生産資材課

✿生年月日

　平成８年６月30日生まれ

✿出 身 地　札幌市

✿前　　職

　株式会社東急コミュニティー

✿最終学歴　北星学園大学

✿趣　　味　野球観戦

✿抱　　負

　組合員の皆様のお役に立

てる様一生懸命頑張ります。

柳
やなぎ

谷
や

　遼
りょう

輔
すけ

✿所　　属
　酪農畜産部生産改良課
✿生年月日
　平成13年１月11日生まれ
✿出 身 地　帯広市
✿最終学歴
　北海道立農業大学校
✿趣　　味　ドライブ・ゲ
ーム・スポーツ観戦
✿抱　　負
　家畜人工授精師として採
用させていただきました。
農業に関係した仕事に就く
のは幼い頃からの夢だった
のでこうして関わることが
できてとても嬉しいです。
一日もはやく、職員の一員
として貢献できるように頑
張ります。

✿所　　属

　管理部企画管理課

✿生年月日

　平成14年12月７日生まれ

✿出 身 地　大樹町

✿最終学歴　大樹高等学校

✿趣　　味　カフェ巡り

✿抱　　負

　社会人１年目でわからな

いこともたくさんあり不安

ですが組合員さんや職員と

のコミュニケーションを大

切にし、早く仕事を覚えら

れるよう一生懸命頑張って

いきたいと考えています。

よろしくお願いします。

高
たか

橋
はし

　愛
ま

琴
こと

鎌
かま

田
だ

　夢
ゆ

乃
の
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8,934

9,504

9,728

9,449

9,745

9,181

8,909

9,294

9,042 9,081

9,827

10,260

9,480

9,945

9,702

9,242

9,709

10,104
10,015

9,732

9,532
9,699

9,288

9,867

令和３年度３月　生乳生産動向

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

10
月

11
月

12
月

１
月

２
月

３
月

7,000

8,000

9,000

10,000

11,000
生産乳量（2020年）

生産乳量（2019年）

家畜市場の成績

乳用牛（初妊牛）

2020年度

2021年度

（ ）書きは前年度単価

1,050,000

1,000,000

750,000

800,000

850,000

950,000

900,000

650,000

700,000

600,000

550,000

500,000

450,000
3/4 3/19 4/7 4/22 5/11 5/26 6/9 7/21 8/26 9/8 9/22 10/6 10/21 11/4 11/25 12/16 1/20 2/2 2/17

(772,800)(772,800) (873,752)(873,752) (796,900)(796,900) (711,206)(711,206) (679,276)(679,276) (703,332)(703,332) (783,750)(783,750) (739,567)(739,567) (786,023)(786,023)
(704,367)(704,367) (847,220)(847,220) (710,556)(710,556) (536,957)(536,957) (674,513)(674,513) (537,350)(537,350) (736,238)(736,238) (732,188)(732,188) (830,961)(830,961) (767,384)(767,384)

（円）
大　　樹

793,144793,144

934,887934,887

肉用牛（黒毛和種）

2021年度去勢

2021年度雌

2020年度去勢

2020年度雌
550,000

500,000

600,000

650,000

700,000

800,000

2/71/1212/711/1010/119/158/177/136/155/184/123/11

（円）
大　　樹

750,000

850,000

900,000

826,886826,886

690,768690,768
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■

解
き
方

＝

普
通
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
要
領
で
全
部
を
解
い
て
下
さ
い
。

次
に
Ａ
→
Ｅ
の
二
重
ワ
ク
の
文
字
を
順
に
並
べ
る
と
、
一
つ

の
言
葉
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
が
答
え
で
す
。

■

締
切
り

＝

５
月
10
日(

当
日
消
印
ま
で
有
効)

■

届　

出

＝

本
所
企
画
管
理
課
、
生
産
資
材
課
の
専
用
投
書
箱
へ
。

■

と
じ
込
み
ハ
ガ
キ
を
お
使
い
下
さ
い
。
郵
送
す
る
場
合
は
63
円
切
手
を
は

っ
て
下
さ
い
。

■

賞　

品

＝

大
樹
Ｔ
Ｍ
Ｏ
カ
ー
ド
（
正
解
者
多
数
の
と
き
は
、
抽
選
で
10

名
の
方
に
）

■

職
員
と
そ
の
家
族
の
方
は
ご
遠
慮
下
さ
い
。

■

４
月
号
の
応
募
者
は
20
名
で
、
全
員
が
正
解
さ
れ
ま
し
た
。
抽
選
の
結
果
、

次
の
方
々
が
当
選
し
ま
し
た
。

当
選
し
た
方
に
は
大
樹
Ｔ
Ｍ
Ｏ
カ
ー
ド
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

４月号の答え

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

レ ン ゲ ソ ウ
でした。

当選おめでとうございます
当　選　者

（
豊
里
）
牧　

田　

日
出
男
さ
ん

（
豊
里
）
藤　

内　

寿
美
子
さ
ん

（
大
光
）
鈴　

木　

恵
知
子
さ
ん

（
上
大
樹

）
坂　

本　

松
太
郎
さ
ん

（
芽
武
）
阿　

部　

サ
ダ
子
さ
ん

（
萠
和
）
米　

谷　

裕
美
子
さ
ん

（
萠
和
）
戸　

田　

繁　

樹
さ
ん

（
歴
舟
）
遠　

藤　

さ
よ
子
さ
ん

（
美
成
）
小　

島　
　
　

唯
さ
ん

（
上
中
島

）
宮　

嶋　

敏　

男
さ
ん

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

タ
テ
の
カ
ギ

①
亀
が
日
な
た
で

干
し
を
し
て
い
る

③
漢
字
で
書
く
と
雲
雀
。
空
高
く
さ
え
ず
る

野
鳥
で
す
。
あ
げ

、

笛

⑤
砕
け
て
石
や
砂
に
な
り
ま
す

⑥
突
然
、
風
船
が

し
た

⑦
種
、
稲
、
穂
に
共
通
の
部
首

⑨
５
月
の
第
２
日
曜
日
は

の
日
で
す

⑪
和
服
の
袖
の
下
に
垂
れ
た
部
分

⑬
物
質
の
性
質
や
星
の
動
き
な
ど
を
学
び
ま

す
⑮
胴
が
太
い
ヘ
ビ
の
よ
う
な
形
を
し
て
い
る

と
い
う
、
幻
の
生
物

⑰
二
輪
車
の
こ
と
で
す

⑲
奈
良
や
京
都
の
よ
う
に
昔
、
都
が
置
か
れ

て
い
た
場
所

⑳
中
国
に
次
い
で
人
口
の
多
い
国

㉑
紳
士
服

は
４
階
で
ご
ざ
い
ま
す

ヨ
コ
の
カ
ギ

①
５
月
の
空
を
泳
ぎ
ま
す

②
ポ
カ
ポ
カ
陽
気
の
日
に
は
脱
い
で
腕
に
掛

け
る
人
も

③
魚
の
胸
や
背
、
尾
な
ど
の
ヒ
ラ
ヒ
ラ

④
『
ト
ッ
カ
ー
タ
と
フ
ー
ガ
』
を
作
曲
し
ま

し
た

⑥
柱
や
立
ち
木
の
間
に
つ
る
し
て
使
う
寝
具

⑧
ト
マ
ト
の
実
の
食
べ
な
い
部
分

⑩
バ
ラ
は
「
愛
」
や
「
美
」、
ア
ヤ
メ
な
ら
「
朗

報
」「
希
望
」
な
ど

⑫

を
買
っ
て
家
を
建
て
た

⑭
リ
ュ
ッ
ク
や
ト
ラ
ン
ク
も
こ
れ
の
一
種

⑯
ゴ
ー
ル
ま
で

５
㎞
で
す

⑱
つ
る
べ
を
下
ろ
し
て
水
を
く
み
ま
す
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イラスト イラスト イラスト ・情報コーナー イラストは濃くていねいに書いて下さい。
(あまり薄いと掲載出来ないことがあります。)

ひ　な　かちゃん (５歳)
拓　進

　鈴木　陽香ちゃん (８歳)

拓　北

　柚原　光莉ちゃん (９歳)

日　方

　４月から音威子府人くん (15歳)


